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議員提出議案第２号 

 

   「手話言語による国歌」策定を求める意見書 

 

 この議案を別紙のとおり提出する。 

 

  令和６年10月10日 

 

 

福祉生活病院常任委員会 

 委員長 西 村 弥 子 
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「手話言語による国歌」策定を求める意見書 

 

我が国の「国歌」は、「国旗及び国歌に関する法律」において歌詞及び楽曲が定められて

おり、音声による国歌斉唱はごく自然に行われている一方、手話言語で国歌をどのように

表現するかということについては、法令による定めがない。 

そのため、現状では、ろう学校やスポーツ大会等の行事において手話言語で国歌を斉唱

する際、行事や手話通訳者ごとに異なった表現がされ、国際的な大会においても団体・チ

ームによって表現が異なることがあり、同じ国歌であるにもかかわらず、手話言語による

表現が統一されていない。 

平成29年にトルコで開催された第23回夏季デフリンピックにおいて、日本代表の女子バ

レーボールチームが優勝した際、独自表現による手話言語での国歌斉唱の様子を撮影した

動画が全世界に流れ、国内にも大きな反響があったところである。 

また、全国のろう者の当事者団体である一般財団法人全日本ろうあ連盟から国に対し、

国歌の手話言語策定に向けた要望書が幾度も提出されているほか、本年３月には、神奈川

県議会においても「手話言語による国歌」策定を求める意見書が可決され、国に対して要

望されるなど、「手話言語による国歌」策定への気運は高まってきた。 

きこえない人が、きこえる人と同様に、幼少期から国歌に親しみ、国歌を斉唱できるよ

うにするためには、国において、歌詞の手話言語による表現を検討の上、統一された「手

話言語による国歌」を策定することが必要不可欠である。 

そして、日本初開催となるデフリンピック東京大会開催が来年に控えている中、きこえ

る人、きこえない人すべての国民が、母国の国歌を一体となって斉唱できる環境を早急に

整備すべきである。 

以上より、国会及び政府において、専門家や当事者団体等の参画のもと検討し、各関係

者・関係団体との意見調整を行って、「手話言語による国歌」を早急に策定するよう強く要

望する。 
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 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和３年10月11日 

                          鳥 取 県 議 会 

 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣 

総 務 大 臣 

法 務 大 臣 

文 部 科 学 大 臣 

厚 生 労 働 大 臣 

様 


